
第48号
平成28年2月1日

発行
三重県いなべ市議会

編集
議会広報編集委員会

平成28年2月1日
発行

三重県いなべ市議会
編集

議会広報編集委員会

12月定例議会

白瀬小学校
「関連記事が裏表紙にあります」

議長・副議長・監査委員の就任　　　　Ｐ2

新しい議会構成　　　　　　　　　　　Ｐ３

常任委員会での主な質疑　　　　　　　Ｐ４

11人が一般質問　　　　　　　　　　Ｐ７

新庁舎建設特別委員会

　議会改革検討特別委員会での取り組み　Ｐ14

クイズ　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ15

訪問レポート　　　　　　　　　　　　Ｐ16

議長・副議長・監査委員の就任　　　　Ｐ2

新しい議会構成　　　　　　　　　　　Ｐ３

常任委員会での主な質疑　　　　　　　Ｐ４

11人が一般質問　　　　　　　　　　Ｐ７

新庁舎建設特別委員会

　議会改革検討特別委員会での取り組み　Ｐ14

クイズ　　　　　　　　　　　　　　　Ｐ15

訪問レポート　　　　　　　　　　　　Ｐ16

い な べ 市 議 会 だ よ りい な べ 市 議 会 だ よ り



議 

会 

構 

成

常
任
委
員
会

一 

般 

質 

問

総 

括 

質 

疑

特
別
委
員
会

ク

イ

ズ

新しい議会
　12月定例議会の開会日 (11 月 27日 ) に議長・副議長の選挙を行い、新議長に川瀬利夫氏 (61 歳・政和会 )、
新副議長に小川幹則氏 (61 歳・いなべ未来 )を選出しました。

副議長

小川　幹
もとの り

則
議　長

川瀬　利夫

議長就任あいさつ

　立春の候、市民の皆さまにおかれましては、ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。
　このたび、12 月の定例議会において議長に就任させていただきました。 職責の重さに身
の引き締まる思いであり、私自身を含め、市議会といたしましても議員の資質向上に努める
と共に、一層の公正・公平に加え、開かれた議会を目指していきたいと思います。
　また、市民生活に深く関わる、現在、基本設計段階にある新庁舎建設に関しましても議会
内で十分に議論し、皆さまに結果を説明させていただき、ご負託に応えられるよう取り組ん
でまいります。
　どうか市民の皆さまにおかれましては、いなべ市議会に対し、より一層のご協力とご理解
を賜りますようお願い申し上げます。　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　いなべ市議会議長　　川　瀬　利　夫

監査委員に 新山英洋 氏

　12 月定例議会において、議会選出監査委員として新山英洋氏（40 歳・
政和会）を選出しました。
　いなべ市の監査委員は議会選出の監査委員および識見を有する監査委
員の２名。市財務に関する事務の執行や経営に係る事業の管理の監査な
どを行います。

新議長・副議長・監査委員の紹介



議　長 川 瀬 利 夫 副議長 小 川 幹 則

区 分 総務常任委員会 教育民生常任委員会 産業建設常任委員会
委 員 長 位 田 ま さ 子 種 村 正 巳 多 湖 克 典
副委員長 川 瀬 幸 子 渡 邊 忠 比 古 鈴 木 順 子

委　　員

新 山 英 洋 伊 藤 智 子 清 水　　 実
岡　　 恒 和 小 川 幹 則 水 谷 治 喜
清 水 隆 弘 伊 藤 正 俊 伊 藤 弘 美
林　　 正 男 衣 笠 民 子 小 川 克 己

岡　　 英 昭

区　　分 委 員 長 副委員長 委　　　員

議 会 運 営 委 員 会 林　 正 男 多 湖 克 典
清 水 隆 弘 水 谷 治 喜
鈴 木 順 子 位田まさ子

議会広報編集委員会 川 瀬 幸 子 岡　　恒 和
清水　　実 水 谷 治 喜
衣 笠 民 子 岡　　英 昭

議会選出監査委員 新 山 英 洋

桑名広域清掃事業
組 合 議 会 議 員 岡　　英 昭

桑 名･員 弁 広 域
連 合 議 会 議 員 伊 藤 智 子 岡　　恒 和 渡邊忠比古 川 瀬 幸 子

平成27年12月8日現在

新庁舎建設特別委員会
委 員 長 林　  正 男 副委員長 衣 笠 民 子
委　　員 全議員により構成

議会運営委員会
後列左から、鈴木 順子 委員、水谷 治喜 委員
　　　　　　清水 隆弘 委員
前列左から、多湖 克典 副委員長、林 正男 委員長
　　　　　　位田 まさ子 委員

　議会運営委員会では、議会運営を効率
的に行うため、意見調整や議事のとり扱
いの協議などを行います。

議会改革検討特別委員会
委 員 長 水 谷 治 喜 副委員長 鈴 木 順 子
委　　員 全議員により構成
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構成決まる



Ｑ　地域防犯体制充実事業の防犯灯について、どれ
ぐらい自治会から要望があり、残っているのはどれ
ぐらいあるのか。

　平成27年４月から９月までの上半期で新設54
件、修繕50件の要望があった。今回の補正予算は、
既に申請があるものも含め、10月以降の下半期で新
設30件、修繕42件ほどを見込んでいる。

Ｑ　自主防災組織活動補助金について、自治会から
の要望に、補正予算で対応すべきものか、また、翌
年度の当初予算にするべきかなどの基準はどのよう
に定めているのか。

　基準は特にない。事業が年度内で終了するのか確
認し、補正予算要求ができる状況か確認する。防災等に
係るものについてはできる限りしたい。

Ｑ　コミュニティ助成事業（宝くじ）の採択される
優先順位はあるのか。

　地縁団体の認可を受けている自治会が優先され
る。また、１回の申請だけでは採択される可能性が
低く、何度も申請されている自治会が優先される。

Ｑ　裁判所予納金21万5000円の増額補正は裁判所へ
の申し立ての費用ということであるが、何件分を見
込んでいるのか。
　　
　地方税法第342条および市税条例第54条の規定

によって固定資産税の課税を現在行っているが、相
続人が不存在な物件を課税する場合、相続財産管理
人が必要となるので、裁判所に対して選任申し立て
事件を申し立てている。
　当初は２件分80万円を見込んでいたが、既に１件
分の予納金約50万円を支出したため、追加申し立て
を行うための費用を補正。

Ｑ　大安南分団詰所整備工事を平成28年度に遅らせ
る理由は。

　梅戸北教育集会所用地の一部を大安南分団詰所
の進入路として整備計画をしていたが、梅戸北教育
集会所の取り壊し工事が平成28年度実施予定となっ
たため。 

平成 27年度一般会計補正予算

総 務

後列左から、新山 英洋 委員、清水 隆弘 委員 
　　　　　　岡 恒和 委員
前列左から、川瀬 幸子 副委員長、位田 まさ子 委員長
　　　　　　林 正男 委員
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Ｑ　今回の火葬炉解体事業補助金の補正予算は、大
安町石榑南の淵・出口・大門でつくられている１炉
と梅戸北の２カ所を予定しているとのことである
が、補助金額は。また、今後の見通しは。

　自治会で設置されている火葬炉を解体する場
合、ダイオキシン類等の環境保全を図る目的のため、
新規に補助金を出すもので、補助限度額は100万円
（解体費用２分の１補助）。来年度も２カ所を予定。

Ｑ　国民年金システム改修の業務内容は。

　国民年金保険料納付率の向上対策のため、今
まで猶予年齢は20歳から30歳までの申請が対象にな
っていたが、20歳から50歳まで納付猶予制度の対象
者が拡大されることになり、その年齢判定の修正を
行うもの。（平成26年度に法律が改正され、平成28
年７月施行。平成37年６月まで）

Ｑ　生活保護事業の医療扶助費は今後も増えていくの
か。

　生活保護の対象者が高齢になり、医療扶助は
増えていく。国は医療扶助の増額を抑えるよう、
ジェネリック医薬品の推奨をしており、いなべ市と
しても医師会にお願いしている。

Ｑ　地域おこし協力隊事業の自然科学活動支援協力
隊の協力隊員になる要件は。
　　
　３大都市圏からいなべ市に来てもらい、自然

科学館の活動をより活発にするため、いなべ市の自
然の魅力を発信してもらう。資格や年齢、性別の要
件はない。

平成 27年度一般会計補正予算

教育民生

後列左から、伊藤 智子 委員、小川 幹則 委員
　　　　　　衣笠 民子 委員、伊藤 正俊 委員　
前列左から、岡 英昭 委員、種村 正巳 委員長
　　　　　　渡邊 忠比古 副委員長

Ｑ　（仮称）ほくせい保育園は平成 28 年６月頃の開
園を予定しているようであるが、４月の入園時は阿
下喜保育所と十社保育所で受け入れるのか。

　開園するまでは園児の環境、保護者と担任との
関係などを最優先し、平成２８年４月は在園児も新
入園児もすべて施設の広さが確保できる阿下喜保育
所で受け入れる予定。

いなべ市立（仮称）ほくせい保育園新築工事
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Ｑ　農地中間管理事業について、いなべ市全体でど
れぐらい実施されているのか。

　現在、いなべ市内に約3,000haの田畑があり、
2,200haが田、800haが畑。そのうち、所有者が担
い手に貸し出している割合が52％。また、集落営
農組合へ全面的に作業を委託している割合が23
％。

Ｑ　この成果はどのように期待されるか。

　農地中間管理事業について平成26年度は三重
県下で78haのうち、いなべ市が33ha。平成27年度
は100haのうち40haをいなべ市が活用。この制度が
始まったときから、いなべ市が事業の推進モデルと
なり進めている。
　また、本年10月にこの制度をいち早く活用した下
笠田農家組合が東海農政局長から表彰され、県下
トップを切って活用している。

Ｑ　高齢化が進む中で、これからも農業を続けてもらえ
るような対策はあるのか。

　現在、農業を生
なりわい

業とする認定農業者は110人ほ
どいるが、そのうち６割が満60歳以上と高齢化して
いる。認定農業者は申請してから５年間の認定期間
があるが、満65歳を超えた人が更新をする場合は、
必ず後継者を指名してもらい、その後継者に、本当
に後を継ぐのか意思確認をしている。

Ｑ　水路や農道の改修工事は国の補助金が減らされ
ているとのことであったが、減らされても修理は必
要であると思うが対策は。
　　
　要望箇所もたくさんあるので、随時、予算の

範囲内でできる限りの努力はしている。高額工事に
なる場合は、市の負担が多くなるので、国に補助金
申請をしている。しかし、全国的にどこの地区でも
農林水産費の補助が非常に少なくなっているため、
今回、340万円の事業費で50％の170万円しか補助対
象にならなかった。大きな工事については少し待っ
てもらっている。その他、機械などの修理は県補助
金を活用するなどして進めている。

平成 27年度一般会計補正予算

産業建設

後列左から、水谷 治喜 委員、伊藤 弘美 委員
　　　　　　清水 実 委員
前列左から、小川 克己 委員、多湖 克典 委員長
　　　　　　鈴木 順子 副委員長

※農地中間管理機構集積協力金は平成 26 年度に創設
され、農地中間管理機構（貸借の仲介をする機関）
を通して、農地の貸借が成立した所有者並びに現
在借りている担い手の分散している農地を畔続き
になるように集約化を行った農家組合に対して協
力金として交付される。
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13議案のすべては全会一致により原案のとおり可決
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清水　隆弘…………………………………………８
　１．ＦＭいなべとの関係について
　２．多子世帯への支援策について
　３．いじめ・不登校対策について

位田まさ子…………………………………………８
　１．員弁老人福祉センターのエレベーターの修理を 
　２．いなべＦＭについて

小川　克己…………………………………………９
　１．いなべ市長３期目の総括について
　２．市有地について問う
　３．市内道路への車体等障害物の放置について

伊藤　正俊…………………………………………９
　１．道路整備と交通安全対策
　２．水道施設の災害対策と水道事業

鈴木　順子…………………………………………10
　１．防災ＦＭ放送について
　２．生活困窮者自立支援法に基づく事業について
　３．公職選挙法改正による課題について

小川　幹則…………………………………………10
　１．子どもを取り巻く環境について
　２．消費者教育の充実について
　３．障がい者福祉の拡充について

岡　　恒和…………………………………………11
　１．市の文書処理を問う
　２．イオンアグリと市の農業振興策について

衣笠　民子…………………………………………11
　１．新庁舎建設を問う

清水　　実…………………………………………12
　１．農地・水・環境事業について
　２．ハルザキヤマガラシについて教育長に問う

渡邊忠比古…………………………………………12
　１．コミュニティＦＭ放送運営委託料について
　２．ツアー・オブ・ジャパン開催について

川瀬　幸子…………………………………………13
　１．温暖化防止対策について
　２．地方創生への取り組み
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員弁老人福祉センター

【質問１】平成25年から員弁老
人福祉センターのエレベーターが
壊れている。修理の予定は。

【福祉部長】施設の耐震能力はあ
る。これからも福祉の拠点として
使用するため、平成28年度に施設
全体の調査、平成29年9月末に完
成を目指して大規模改修を行いた
い。

【質問２】①文化協会の会長が替
わったが話し合いは。②ＦＭ放送
に関して他市の調査、研究、研修
は。③放送運営委託料の支出科目
の見直しは。④4,200万円の支出
根拠がないことが分かった。金額
の精査および文化協会と協議は。

債務負担行為の減額は。⑤緊急情
報放送によって損害が発生したと
判断する基準と賠償の内容は。⑥
防災情報伝達システム工事の進行
状況と維持管理の金額は。総工事
費13億円の内訳は。

【総務部長】①新しい方針を計画
中なので、できた後にする。②研
修は特にしていないが、調査、研
究として「エフエムよっかいち」
に行っている。③これから決めて
いく。④協議はまだできていな
い。今後協議をしていく。⑤損害
賠償は生じないと考えている。⑥
藤原の中継局2局と拡声子局を12
月から始める。維持管理とメンテ
ナンスで約830万円。平成29年度

以降は約1,450万円かかる。総工
事費13億円の内訳は、文化協会に
払う債務担行為の約1億8000万円
が入っている。その他設計に関わ
る部分が2,520万円ある。

創風会

位田まさ子

１．員弁老人福祉センターのエレベーターの修理予定は
２．いなべＦＭのあり方を問う

【質問１】①FMいなべの理事、
番組審議員。政治的中立・公平性
が求められるFM放送。現在のメ
ンバーを市は知っていたか。②現
在の市の認識は。③なぜ防災協
定締結に2年半もかかったか。④
もっと議会、市民の声を真剣に聞
き対策を講じるべきだと考えるが。

【総務部長】①事前に把握してい
なかった。②協議や連携が不足し
ていた。③債務負担行為へのこだ
わりがあった。④その通り。

【質問２】①「病院のコンビニエ
ンス化」以外の医療費の窓口無料
化のデメリットは。②医療費の窓
口無料化への最新の情報は。

【市民部長】①受診が1.3倍になり
加入医療保険の負担分、福祉医療
の助成額が多くなり、市の負担も
多くなる。②昨年度北勢５市の担
当者で会議を持ったが、春に鈴鹿
市長が導入に前向きな発言をした
ので、一時止まっている。

【質問３】①いじめ・不登校の傾
向は。②いじめは基本方針や審議
会、条例等制度が整ってきた。不
登校は。③「新」教育委員会制度
で「総合教育会議」が設置され、
市長の教育委員会への関与や権限
が制度的にも大きくなった。市長
の考えは。

【教育長】①いじめは減っている

１．ＦＭいなべ（文化協会）との関係を質す
２．多子世帯への支援策は
３．いじめ・不登校対策のさらなる充実は

いじめ・不登校の専門の職員が
配置されている「教育研究所」

創風会

清 水 隆 弘
が不登校は減っていない。②不登
校は国からの動きがないのでそう
いったものはない。
【市長】③学校だけでは解決がつ
かない。市全体でいじめのない、
人権を大切にするまちづくりに取
り組む。
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【質問１】①鎌田橋先の交差点を
先頭に朝夕の通勤時に渋滞が起き
る。この信号から500ｍの範囲内
に東海環状自動車道が接続、さら
に新庁舎、関連施設建設にともな
い新設の市道がつながり、信号が
2カ所増設される。環状道路から
の車は日に何台か。鎌田交差点の
渋滞対策はどうか。②県道畑毛本
郷線で、下相場の改良工事を以前
に一般質問で取り上げられたが進
んでいない。ここは旧の町境で藤
原は用地を15年も前に買収して
いる。早く着工をするように県に
依頼すべきと思うがどうか。

【建設部長】①北勢インターチェ
ンジで6,400台と推測されてい

る。三重県ではその工事に合わせ
整備計画があり、国、警察等関係
機関と調整中。早期完成を要望し
ていく。
②改良工事、バイパス工事の早期
着手、完成を要望していく。

【質問２】①地震予測が報じられ
他の地域では避難訓練が行われて
いる。企業会計であるが水道施設
の災害対策はどこで検討されてい
るのか。市はどんな対策を行って
きたのか。②旧4町間をつなぐ配
水管を設置したらどうか。災害対
策にもなるのではないか。

【水道部長】①水道ビジョンに沿
い災害対策の充実を図るととも

に、水道部では独自に「水道部防
災マニュアル」を策定し、全職員
による防災訓練をしている。大規
模災害時の対策として、応急復旧
体制の整備、配水池、基幹管路の
耐震化を進めている。②耐震化を
優先しながら、各町間の連絡管を
考えたい。

１．道路整備と交通安全対策は
２．水道施設の災害対策と水道事業を問う

【質問１】①3期目の総括と市民
が主役のまちづくりの取り組みに
ついてどう考えるか。②市民の声
を直接聴くためのタウンミーティ
ングを開く考えは。
　
【市長】①全中学校の完全給食化
と水道料金の一本化で、12年で一
つ基準ができ、いなべ市の一本化
の醸成ができた。企業誘致により
雇用を生み出し、税収の確保に努
めた。平成25年より観光に重点を
置き、にぎわいを中心に、いなべ
の自然を生かして、モンベルフレ
ンドエリアに登録。名古屋市場に
近いので「農と食」をPRしてい
く。市民が愛着と誇りをもって
PRできるように努め、いなべに

来てもらい定住に向けて努める。
②平成15年と平成22年には各自治
会に出向き懇談会をしている。必
要とあれば検討していきたい。新
庁舎については平成28年１月に市
内4カ所で再度説明会を開く。

【質問２】道路が狭く対向が困難
なために待避場が作られている。
また、歩行者の安全通行のための
歩道であるのに廃車が放置されて
いるが持ち主への指導と改善は。

【建設部長】道路交通法により、
警察と協議のうえ、放置車両の撤
去に向け適切な対応をする。

１. 市長 3期目の総括は

２. 道路への車体等障害物の放置対策は

創風会

小 川 克 己

政和会

伊 藤 正 俊
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たんぽぽ作業所

【質問１】①小中一貫教育につい
て、教職員研修等の取り組みは。
②防犯対策について、関係機関と
の連携、子どもたちへの啓発は。
③インターネット利用の実態を把
握し、学校関係者の研修、保護
者、児童生徒への注意喚起は。

【教育長】①各小中学校の推進
リーダーを中心に先進地視察研修
等を実施。いなべ市に合った一貫
教育を進める。②警察と連携して
防犯教室を行う。③学校で情報教
育を行い、学校だよりや県のチラ
シを配布している。

【質問２】①消費者教育の認識に
ついて学校教育・高齢者などへの

対策は。②消費者教育への取り組
みと地方消費者行政活性化基金の
活用は。③消費生活相談員による
消費者トラブルの解決に向け具体
的な取り組みは。

【農林商工部長】①消費生活に関す
る知識を習得し、実践能力を育成
する。②消費生活相談員の任用や
出前講座の啓発物品を購入した。
③研修会等に積極的に参加し、レ
ベルアップを図り啓発に努める。

【質問３】①障がい者の就労支援
について、地域で暮らすため、ど
のような施策を考えているか。②
災害時の対策について、障害の種
類や程度に配慮した訓練、啓発等

の実施状況は。③相談体制（窓口
体制）の充実について、何でも相
談できる窓口の現状と今後の取り
組みは。

【福祉部長】①たんぽぽ作業所で
就労移行支援を行う。②現在は実
施していないが、今後検討してい
く。③相談事業所を増やし対応す
ることを検討している。

いなべ未来

小 川 幹
もとのり

則

１．子どもを取り巻く環境は
２．消費者教育の充実策は
３．障がい者福祉の取り組みは

【質問１】①ＦＭ放送の電波の届
かない不感地帯の状況と対策は。
②市政情報番組の拡充の考えは。
③防災ＦＭ放送を広域で活用する
考えは。

【総務部長】①十社、山郷地区の
一部（鼓）、立田、中里、白瀬地
区の一部が不感地帯。中継局を建
設中だが、個々の対応ではＣＴＹ
との連携も考えている。③現在は
いなべ市のみの活用。
【企画部長】②時間帯を固定化し、
市民に身近な情報をより拡大する
ようFMいなべに要請している。

【質問２】①本年4月より設置さ
れた「縁

えにし

」の現在までの相談件数

は。②ひきこもり支援の現状は。
③今後の課題は。④地域のボラン
ティア団体やＮＰＯ法人との連携
など今後の取り組みは。

【福祉部長】①平成27年4月から68
件。②ひきこもりの相談件数は4
件。ア

※
ウトリーチをし、個々に合

わせた支援をしている。③生活困
窮者には複合的な要因があり、専
門的な知識・スキル（技能）や支
援に社会資源の活用が必要。相談
窓口の増設も考えている。④ＮＰ
Ｏ法人との連携を考えている。

【質問３】①来年の参議院選挙よ
り18歳選挙権が実施されるが、
どのような啓発をしていくのか。

１．防災ＦＭ放送の拡充、活用策は
２．生活困窮者自立支援法に基づく事業を問う
３．公職選挙法改正による課題は

ひきこもり相談窓口をしている「くらしサポートセンター・緑」（大安庁舎内）

いなべ未来

鈴 木 順 子
②投票にあたっての環境整備をど
のように考えていくのか。

【総務部長】①高校3年生も対象に
なるので、国において副教材を準
備している。市として皆さんの目
につくような所での啓発を考えて
いく。②期日前投票所を利便性の
ある所で作っていきたい。
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※アウトリーチとは、潜在的な利用希
望者に手を差し伸べ利用を実現させる
取り組み。



【質問１】（1）文書管理規程と
公印使用規則について。①文書管
理規程の目的、範囲は。②規程に
よらない処理はあるか。③公印を
使用する手続きは。(2)㈱ユニ・
ロットに発行した「賃貸証明書」
について。①「証明書」と決裁文
書の写しを請求したが無かった。
同様の処理はこれまであったか。
②市長印の押印は「いなべ市公印
規則」により処理したか。③賃貸
見込みを証明する確認方法は。④
市の規則によらず押印した理由
は。⑤民間の所有地確認はだれが
したか。

【企画部長】（1）①文書事務の
適正かつ効率的な処理を図るこ

と。市長権限のおよぶ範囲すべ
て。②原則ない。
【総務部長】（1）③公印保管責
任者に決裁文書を示し、使用簿に
日付、担当課、文書番号、発送先
等を記入して使用承認を得る。
【都市整備部長】（2）①㈱ユ
ニ・ロットに６件、シャープ㈱に
３件発行。②決裁文書は作成せ
ず、市長から口頭で決裁を得てい
ると説明して押印した。③土地所
有者から貸しても良いと口頭確認
した。④処理に誤りがあった。お
詫びする。
【市長】（2）④市長の責任で
行った。誤りであった。⑤自治会
長等から依頼され私がした。

【質問２】①協定書と農業振興策
との整理は。②協定書はどこが担
当し、どちらが働きかけたか。③
今後の方向は。

【農林商工部長】①していない。
②当課が担当し、イオンアグリ創
造㈱の協定書をもとにした。③新
規就農者研修の受け入れや雇用拡
大に期待。

１．市の文書処理を問う
　　　特定業者との癒着で行政がゆがめられていないか
２．イオンアグリ創造㈱と市の農業振興策を問う

賃
貸
証
明
書

【質問１】①旧庁舎はどうするの
か。②新庁舎を平成30年をめど
に建て、旧庁舎も残すとしている
がいつまで維持するのか。③旧庁
舎等の整備費用は。④「にぎわい
の森」の事業は市民の理解が得ら
れているか。⑤「にぎわいの森」
に出店する店舗の見通しは。⑥説
明会開催は。⑦以前の説明会の意
見はどう反映したか。⑧さまざま
な計画変更はどこで話し合われ、
どこが決定してきたか。

【市長】①大安庁舎は社会福祉協
議会、国際交流協会と総合窓口。
員弁庁舎は図書館と総合窓口。北
勢庁舎は中央図書館と総合窓口。
藤原庁舎はバスターミナルと総合

窓口。②まず軽微な変更をし、時
代のニーズによってその時その時
で判断。③最適化事業債など新た
な事業債を利用。④にぎわいは必
要と認識してもらっていると思
う。⑤視察の提案をしたところが
最低基準。その水準以上のものを
誘致できれば。最終的には募集の
上で決定。⑥１月13日員弁老人福
祉センター２階、１月14日北勢福
祉センター２階の大会議室、１月
15日大安公民館２階の大会議室、
１月18日藤原庁舎２階で説明会開
催。⑦総合窓口的なものは地元に
ということで総合窓口は置く。旧
庁舎も外観として残っていること
に対する安心感もあるので残す。
⑧職員や会った市民からの意見を

聞き、その都度判断をして変更し
てきた。

１．新庁舎建設を問う

日本共産党いなべ市議団

衣 笠 民 子

日本共産党いなべ市議団

岡　 恒 和
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【質問１】①報告書が廃棄処分さ
れた真相は。②平成24年の一般
質問で農林商工部長が「説明会が
あれば出席する」と答弁があった
が出席しなかった理由は。③報告
書が全戸に配付されなかったこと
で地域の人たちの学習機会が摘ま
れたと思う。それなのに税金の無
駄遣いではないという理由は。④
廃棄処分されたなら補助金の返還
が必要ではないか。

【農林商工部長】①廃棄処分した
かどうかは、当時の代表者は「清
水議員が直接聞いてくれればよ
い」という返事だった。②連絡が
なかったので出席できなかった。
③報告書の利用についてはその自

治会で決めることであり、報告書
の全戸配付が補助金の条件には
なっていない。④利用されずに廃
棄処分されたのなら県を通して国
に返還することになる。

【質問２】①「藤原岳第３巻」の
ハルザキヤマガラシ駆除作業を読
んでどう考えるか。②事業者と対
等に話し合い、解決すべきと考え
るがどうか。③自然保護関係者と
も話し、解決すべきと考えるがど
うか。

【教育長】①対策としてはこれ以
上生育範囲が広がらないようにす
ることが大事。管理者である三重
県から要請があれば対応をする。

１．東禅寺自治会の農地・水・環境事業
　　　　　活動報告書の取り扱いに問題は
２．ハルザキヤマガラシについて問う

無会派

清 水　 実

ハルザキヤマガラシ

【質問１】①コミュニティＦＭ放
送委託料について、地方自治法
第221条に基づき調査する意向は
あるか。②平成26年度人件費で、
会長603万円とパーソナリティー
532万2000円を除く1,263万円
の内訳は。③文化協会との覚書３
条で「審査する」とある。誰が審
査するのか。所見はあるか。④い
なべＦＭは将来、自立法人へ向か
うことが必要と思うがどうか。⑤
平成25年度の６カ月分2,100万
円の活動計算書は見られるか。⑥
委託料の覚書はあるか。

 【総務部長】①今調査することは
考えていない。②給与の1,263万
円は常勤3名、非常勤1名分。個々

の金額は聞いていない。③危機管
理課で審査する。日付等を記載し
た所見は残していないが、今後考
えていく。④法人化の方向で進む
事が一番良いと思う。⑤あるが今
は出せない。資料請求があれば出
す。⑥ない。

【質問２】①集客を平成31年に
25,000人にする対策は。②協賛
企業、団体の目標数は。③実行委
員会の立ち上げ時期とメンバー構
成は。④メーン会場の飲食ブース
の予定は。⑤初回の課題や反省を
どう生かすか。

【副市長】①広報活動を強力に進
める。②定めていない。③12月15

日に立ち上げ。メンバーは今回の
メンバーと周辺自治会の代表者。
④いなべ産品を含む10ブース。⑤
上川原橋に至る交通規制に対する
迂
う か い

回路説明不足の改善。

１．コミュニティＦＭ放送委託料を調査する意向は

２．ツアー・オブ・ジャパン開催を問う

無会派

渡邊忠比古

②管理者である三重県と事業者で
話し合うべきことがあるかもしれ
ないが、市はその立場にない。③
共同で駆除している。正規の職員
は参加していない。
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【質問１】①市の取り組みは。
②エネルギービジョン策定後の成
果は。③再生可能エネルギー導入
の進行状況は。④国・県関連予算
の利用状況は。⑤資源・エネル
ギー有効活用の構想は。⑥「ジュ
ニアサミット」開催について、市
の対応は。

【市民部長】①小中学校へ太陽光
発電・集中リモコンを設置。②契
約電力20％削減目標に、庁舎では
グリーンカーテン等の取り組みで
削減している。③学校での太陽光
発電や温度差エネルギーもランニ
ングコストを考え、慎重に検討
中。④学校関係で活用中。⑤助
成制度の啓発・普及とCO2削減も

図っていく。⑥当市に関われば検
討する。

【質問２】 （１）①地域おこし協力
隊の総合的な相談窓口は。②地域
や団体などとマッチング、交流等
を支援する部署は。（２）ツアーオ
ブジャパン INABE 開催に向けて
目標と課題。（３）地方創生の一環
として、廃校される小学校の活用
に向け、地域との話し合いやアイ
デアを持った市民との意見調整は
どのように図るのか。（４）「小さ
な拠点」の形成支援を行うべきと
思うが、地方創生に生かす考えは。

【企画部長】 （１）①政策課。②受
入担当課。（４）地域の要望などが

あれば国の動向を注視しながら情
報収集等を行う。
【副市長】 （２）道路も含めて改善
に向け、観客増のみならず年間を
通じて自転車で訪れやすいまちづ
くりにつなげたい。
【教育部長】 （３）地域で検討中。

１．温暖化防止対策は
２．地方創生の取り組みは

活躍中の「地域おこし協力隊員」

無会派

川 瀬 幸 子

  800万円減額された理由は。

  藤原文化センターの設備機器
の更新、全体的な修繕、館内
の改装や模様替え等の改修工
事の設計を当初予定をしてい
た。

　　　その後、新庁舎建設や市内
の公共施設全体の整備、用途
等の目的など再確認が現在行
われている。この計画に対し
て、保留をするために減額を
する。

　　　今後、藤原文化センターの
施設の整備についても再度、
検討をしていきたい。

  市長からは「自然科学館を藤
原の廃校とする小学校へ移転
させたい」「郷土資料館につ
いても同様にしたい」のでこ
れまでの計画を撤回し、議論

をし直したいとの発言があっ
た。「あらためて議論をし直
す」のはどの場で議論をする
のか。

  藤原の小学校５校については
今後の活用の部分を地域の自
治会とも相談をしながら進め
ていきたい。

  自然科学館活動支援隊は、①
学芸員の資格を持った人なの
か。②何人か。③どのような
業務を行うのか。

  ①資格は要件に入れていな
い。②１人。③自然科学館の
展示や自然教室の運営などの
支援を行う。

総 括 質 疑 Ｑ ＆ Ａ

   徴収の猶予、徴収金の分割納
付または分割納入はどのよう
に行われてきたのか。

  職権で納税者の立場に立ち、
分割納付の希望申し出によっ
て、期限内に納付ができない
事情があるのか聴き取りを行
う。やむを得ない場合は、納
税誓約書をもらい、原則１年
以内で了承し、分割納付とい
う方法をとってきた。

  今回の改正で変わる点は。

  納税者にとって一番わかりや
すいところは、50万円以上
で担保をとることが100万円
以上に変わる。

税条例の一部改正 藤原文化センターの改修
工事設計委託料の減額

自然科学館活動支援隊
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新庁舎建設特別委員会のうごき

議会からの提言づくり始まる
　副委員長の辞任にともない、12 月定例議会の開会日（11
月 27 日）に新副委員長に衣笠民子氏を選出しました。
　新庁舎建設特別委員会では、新庁舎という、いなべ市の一
大プロジェクトに対して「議会からの提言」を市長に提出す
るよう提言づくりが始まりました。
　質問項目をまとめ、提出し、１月８日に特別委員会を開催
して、市当局の回答、説明、委員からの質疑を行いました。
引き続き、住民説明会に参加して住民のみなさんの声を参考
に提言をまとめ、市長に対して提言を提出していきます。
　政策に対する初の特別委員会として、二元代表制の役割（市
民の声を提案）を果たしていきます。

　いなべ市議会では、昨年 6月に議会基本条例の制定
に向け「議会改革検討特別委員会」を設置しました。
委員会にはさらに、作業部会（各会派等から選出され
た委員で構成し、議長、副議長がオブザーバー参加）
を設け、議会運営の細部にわたって調査研究を行って
います。
　これまでに、議会改革検討特別委員会 4回、作業部
会 14 回、研修会 1回を開催しました。

　市政の一翼を担う議会は、これまでも市民の代表と
して地域の中で築き上げられてきた歴史、文化、多様
な価値観を重視し、多様な意見の反映に努めてきまし
た。議会基本条例は、議会の役割を明確にするととも
に、議員自らの見識を高め、研鑽を求めるものです。
委員会では平成 29 年条例制定を目指し、これまで以
上に市民に信頼され、住みよい豊かないなべ市の実現
に貢献したいと考えています。

議会改革検討特別委員会のうごき

「議会基本条例」の制定を目指します

議会の果たすべき役割と目的を
　　　　達成する決意を明らかに

新庁舎建設特別委員会の様子

江藤教授による「議会基本条例のポイントと議会審議
のサイクル」について講演



3 月定例議会（予定）
◆開会日………………………２月 18日（木）
　　代表質問…………………３月　１日（火）
　　一般質問…………………３月　３日（木）
　　　　　　　　　　　　　３月　４日（金）
　　総括質疑…………………３月　９日（水）
　　総務常任委員会…………３月 10日（木）
　　教育民生常任委員会……３月 11日（金）
　　産業建設常任委員会……３月 14日（月）
◆閉会日………………………３月 17日（木）

市議会では本会議の開催日に傍聴席を開放して
います。お気軽にお越しください。　
（受付場所：いなべ市役所大安庁舎 ２階ロビー）

市議会のホームページから本会議の生中継を
ご覧いただくことができます。
また、議事録も公開しています。

問1　 議会では特別委員会が２つ設置されていま
す。「新庁舎建設特別委員会」ともう１
つの特別委員会の名称は。

　　　　　議会○○検討特別委員会

問2　 白瀬小学校で作った、かぼちゃの名前は。
　　　　　○○○○かぼちゃ

問3　 昨年から開催されている自転車ロードレー
スの名称は。

　　　　　ツアー・オブ・ジャパン ○○○ステージ
　
　　答えはすべて「紙面の中」にあります。
　　　ぜひ、ご応募ください。

クイズ
応募方法
　官製はがきに「答え」・「住所」・「氏名」・「年齢」を記入し
てお送りください。
　正解者の中から抽選で 15名の方に「図書カード」をプレ
ゼントします。
☆あて先　〒 511－ 0292
　　　　　いなべ市大安町大井田 2705番地
　　　　　　　大安庁舎内　いなべ市議会 議会事務局
☆締切日　平成28年2月19日（金）《当日消印有効》
※応募いただく「はがき」にスペース（空白）ができました
ら、「議会だより」や「議会」に対するご意見やご感想も
ぜひお書きいただき送付ください。

　　なお、「はがき」にご記入いただいた個人情報につきまし
ては、目的以外に一切使用いたしません。

後列左から、衣笠 民子 委員、岡　英昭  委員
　　　　　　水谷 治喜 委員
前列左から、清水　実 委員、川瀬 幸子 委員長
　　　　　　岡　恒和 副委員長

議 会 広 報 編 集 委 員 会

私たちが１年間「議会だより」作成を
担当します。

　《今年の三重は熱い》4月に『ジュニアサミット
in 桑名』、５月には第42回先進国首脳会議『伊
勢志摩サミット』が開催されます。その影響を受
けて、昨年から開催されている自転車ロードレー
ス『ツアー・オブ・ジャパンいなべステージ』が６
月１日になりました。
　今号から議会だよりの裏表紙は、「統合される
藤原地区の５つの小学校」を訪問レポートとして、
シリーズ化していきます。市民の皆さまと、ふれ
あい、参加してもらえるページも愛読されること
を願っています。
　議会だより発行から１３年目に入ります。第
48号から 1年間この6人の広報委員が担当し
ます。
　皆さまからのご意見、ご感想をお待ちしていま
す。

編集後記
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訪問レポート 白瀬小学校　生活科・未来いなべ科の取り組み

5月、さといも植え。地域の方に植え方を教え
ていただきました。10月、しろせっこ広場で、
本郷ボランティアの方に、汁団子をつくってい
ただきました。おいしかったです。

畑で収穫した野菜（ピーマン、ナス、トマト）
を使って、生活科の時間にピザを作りました。
とってもおいしかったです。野菜が苦手な子も、
「おいしい」といって食べました。

9月、地域の方と一緒に作ったジャンボかぼち
ゃを収穫しました。「運ぶのが重かったです」
運動会に、このジャンボかぼちゃの重さ当てク
イズを行いました。

地域の方にドラム缶を使った竹炭作りを教えて
いただきました。みんなで、竹を割って、ドラ
ム缶の中に、割った竹をすきまなくつめこみま
した。火をつけるとき、顔を真っ赤にしてうち
わで風を送りました。

竹炭はできているかなと目を丸くして、ドラム
缶のふたを開けてみると、たくさんの竹炭がで
きていて、歓声が上がりました。この後、顔を
黒くして竹炭をのこぎりで短く切りました。

毎日見ている学校周辺の草花ですが、講師の先
生に、葉っぱのすごい力や私たちの生活の中に
植物が利用されていることを教えていただきま
した。「へえ、そうなんだ」、植物には不思議が
いっぱいでした。

自分たちでゲームや合奏を考え、地域にある老
人ホームを慰問し、交流を深めました。おじい
さん、おばあさんの笑顔、子どもたちの笑顔、
心温まる交流会になりました。

車いすバスケットをやってみえる方に来ていた
だき、福祉体験学習を行いました。車いすのす
ごいスピードと、車いすの上から放たれる見事
なシュートに歓声が上がりました。

10月に行ったしろせっこ広場では、子どもたちが
保護者の方と一緒にもちをつき、5・6年生が全校
児童、保護者、地域の方にふるまいました。地域
が一体となって楽しめる白瀬の一大イベントです。

1・2年生

3・4年生

5・6年生


